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１.はじめに 

音創り研究会は 2010 年のハムフェアに初めて出展し、THAT 社のマイクプリンプ IC 

THAT1510 を使ったマイクアンプキット DMS-05D を発売しました。2011 年には電源を

強化した THAT1510 と、THAT1512 を使ったゴージャス版 DMS-05Dmark2G に加え、真空

管を低電圧で駆動したマイクアンプキット DMS-07T を発売しました。以降ほぼ毎年ハ

ムフェアでマイクアンプキットを発売しています。 

THAT 社はその後新しいマイクプリアンプ IC THAT1570・1580・1583 を発売しました

が、そのパッケージは従来の DIP サイズではなく表面実装用の 4mm×4mm という小さ

い QFN16 パッケージとなってしまいました。 

音創り研究会のメンバーで新しい IC を使ったマイクアンプを試作して、音質面では

従来の IC より低雑音・高音質であることが確認できました。しかし、やはり 4mm 角

の QFN チップのハンダ付けにはハンダ付けに熟練している必要があり、キット化して

も上級者向けとなってしまいます。そこで THAT 社のマイクアンプ最新チップ QFN16

パッケージの THAT1580 を DIP16Pin に変換する基板を作り、変換基板に THAT1580 を

半田付けした状態で提供することで一般的なキットとし、この静かで声の表情を豊か

に伝えるマイクアンプを使って、日々の QSO がより楽しくなるように企画したのが本

キットです。 

 

 

２．DMS-09FN の特徴 

(1)低ノイズ 

THAT1580 は入力終端時 60dB 増幅でノイズレベルが-134dBu ととても静かなマイクア

ンプ IC です。残念ながら-134dBu は優れた測定器がないと測定できませんので本

キットの 40dB 増幅時のノイズレベルを手持ちの他のマイクアンプと比べてみました。

やはり本キットはノイズレベルが低いことが確認できました。無線でも「今日は S/N

が良くて静かだけど、新しいマイクアンプ？」と相手にも違いが伝わるようです。 

 

 (2)バランス入力、バランス出力&アンバランス出力 
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使用している THAT1580 はバランス入力・バランス出力ですが、出力を無線機に直接

接続することを考慮して、簡易的なアンバランス出力も用意しました。アンバランス

出力はバランス出力の片側のみを RCA ジャックに出力していますので、最大利得はバ

ランス出力の 60dB に対して半分の 54dB です。 

  

(3)最大利得 60dB，低ひずみ 

ダイナミックマイク以外にも出力の低いリボンマイクでも使えます。ボリュームを絞

りきっても利得が高い場合は、-20dB のアッテネータを併用してください。 

最大利得は、VR の最小抵抗値のバラツキで多少変動します。本キットで採用した VR

の最小抵抗値は 2.6Ω程度でしたので 2.5Ωとして設計しました。気になる方は、VR

の最小抵抗値と R3,R4 の合成抵抗値が 10Ωになるように調整してください。 

また、VR で利得 0dB から 60dB まで可変させても調節がクリチカルになってしまいま

すので、利得の可変範囲をよく使われる 20～60dB として操作性を考慮しました。 

下図右は本キットで 1kHz－60dB の信号を 40dB 増幅し、20dB で出力した時のスペク

トラムです。高調波が殆ど見えません。下図左は入力した信号。 

 

 

 

注意 

・ファンタム電源は内蔵していませんので、コンデンサーマイクには別途ファンタム

電源を用意してコンデンサーマイクと本機の間に入れて使ってください。 
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３．組み立てる前にお読みください 

・部品の確認 

作業を始める前に、巻末の部品表を使って部品が揃っていることを確認してください。 

 

・基板に取り付ける順番 

基板には、背の低い部品（ダイオードや抵抗）から、背の高い部品（セラミックコン

デンサ→電解コンデンサ→DCDC 等）の順番でハンダ付けしてください。 

 

・DC ジャック 

リアパネルの J4(DC ジャック)は最後にハンダ付けしてください。J1～J3 まで取り付

けた基板をケースに仮組みし、リアパネルもケースに固定して、DC ジャックの取付

位置を調節しながらハンダ付けしてください。どうしても位置が合わない場合は、お

手数ですがリアパネルをヤスリ等で修正してください。 

 

 

・抵抗の取り付け方法 

基板上で抵抗のシルクスクリーンは下図のように取り付け穴は 3 カ所ありますが、②

と③は基板上で接続されていて、抵抗を①と②の間、①と③の間のどちらでも取り付

けできます。今回は小型抵抗を使いますので①と②を使いますが、1/4W サイズの抵
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抗なら①と③で取り付けることができます。 

 

 

・ジャンパー線 

本基板には 2 か所ジャンパー線があります。R13,R14 は 0Ω、つまり電線で直結しま

す。他の抵抗やコンデンサから切り取った足を使って配線してください。 

 

 

・C7,C8 の実装前の下準備 

C7,C8 は表面実装用の電解コンデンサを使います。下図の①から➃の順番でコンデン

サの台座を取り外してから、基板に実装してください。 
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・VR の取り付け方 

VR は、2 個のナットでパネルを挟むようにして固定します。内側にもナットを入れる

ことで、VR の爪がパネルに当たらなくなります。また、ツマミを取り付けた時にツ

マミとパネルの隙間が減って見栄えが良くなります。 

 

 

・LED/VR の配線 

LED と VR の配線は、基板にピンヘッダを立て、ピンヘッダにソケット付きワイヤの

ソケットを差し込み、ワイヤーの反対側を LED/VR に配線します。ピンヘッダは 10 ピ

ン付属していますので、2 ピン連結と 5 ピン連結を切り出し、5 ピンは基板の VR 端子

のパターンに合わせて、ピン 2 本をラジオペンチ等で抜き、3 本にして基板に取り付

けます。LED は接着剤等でパネルに固定し、LED の足の配線はビニールテープ等で保

護してください。 
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・間違えやすい部品 

 

電源からのノイズ混入阻止のフィルターにコイルとしてマイクロインダクタ L1 を

使っています。緑色系の 1/4W 抵抗程度の大きさで、直流抵抗値は約 9Ωありますが、

これは抵抗ではなく、L1 1mH のコイルです。 

また、普通のヒューズの変わりにポリヒューズ F1 を採用しています。ブレーカーの

ように、過電流で電源断となりますが、一度電源を切ることで自動復帰して元通りに

通電する素子で、繰り返し使えるヒューズです。外観的にはセラミックコンデンサと

似ていますが、F1 ヒューズです。 

 

 

４．使用上の注意 

(1) 電源の逆接続 

電源逆接続の保護回路はありません。極性を誤って電源を供給しますと、故障の原因

となりますので、電源の逆接にはくれぐれもご注意ください。DC プラグのセンター

が(+)、外側が(-)です。本キットは±両電源で動作しているため、ケースはマイナス

ではありません。DC プラグのマイナス極がケースに接触しないようにご注意くださ

い。 

 

(2) 過大入力 

本キットはマイクから出力される微弱な音声信号の増幅器です。マイク端子にマイク
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以外の機材からラインレベルの信号を入力して増幅すると、故障の原因となりますの

で、マイク以外の機材を入力端子に接続する場合はアッテネータを使う、利得を小さ

くするなどして、出力レベルが過大にならないよう適切に入力レベルと利得を管理し

てください。 

 

(3)ヒューズ 

本キットではヒューズとして過電流が流れると遮断するポリヒューズを採用していま

す。過電流でトリップした場合は、電源を切り、再度電源を入れると復帰・通電しま

す。 

 

(4) 回り込み 

本キットは最大 60dB も増幅する高利得増幅器であり、周波数特性も良いため、高周

波も素直に増幅してしまいます。 回り込みが発生した場合、最初にマイクライン、

次に電源ライン、最後に出力ラインからの RF 混入を疑ってください。対策には簡単

にケーブルに挟み込めるパッチンコアがお勧めです。 

  

(5)ハム音 

本キットは電磁誘導の影響を受けやすいので、トランスから離して設置してください。

マイクアンプの近く（1m 程度の範囲）にトランスがあるとハム音が混入する可能性

が高いようです。無線機に内蔵されたトランスが原因となる場合もあるようです。ハ

ム音がでたら、本キットの位置を 1m 以上動かしてハム音の混入レベルの変化を調べ

てみてください。 

 

 

５．主要諸元 

寸法： 88mm x 110mm x 38mm (L x D x H ) 突起部含まず 
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電源： DC 12V（12V～15V）0.3A 

利得：最大 60dB 

アッテネータ:約-20dB 

 

 

６．あとがき 

・ このキットの製作、使用によって生じた如何なる不都合に対し当研究会は責任を

放棄します。 

・ 但し、キットを使用することで得られた喜びは一緒に享受させて頂きます。 

・ 製作/使用についてのご質問等は出来るだけ対応いたしますが、本業ではないメ

ンバーによる応対のため、サポートの質、レベルに限界のあることを予めご理解

ください。 

 

 連絡先 ji1ani@nifty.com   JI1ANI 福井 幸人 
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DMS-09FN部品表

種別 値・型番 数 説明

C1,2 1000p 2 コンデンサ 5mm

C3 220p 1 コンデンサ 5mm

C4,10,11,12 0.1u 4 コンデンサ 5mm

C5,6 10u(BP) 2 Muse 50V（両極性）

C7,8 1500u 2 EEVFK1C152Q

C9 1500u 1 低ESR品　ZLH

C13,14 22u 2 低ESR品 OS-Con

C15 470p 1 コンデンサ 5mm

C16,17 100p 2 コンデンサ 5mm

R1,2 1k 2 小型1/4W、金皮

R3,4 15 2 小型1/4W、金皮

R5,6 5.1k 2 小型1/4W、金皮

R7 27k 1 小型1/4W、金皮

R8,9 390 2 小型1/4W、金皮

R10 100 1 小型1/4W、金皮

R11,12 2.2k 2 小型1/4W、金皮

R13,14 0　ジャンパー線で代用 2 他の部品の脚を使う

D1,2,3,4 1N4148 4 小電力ダイオｰド

D5 LED  1 青色高輝度

F1 PolyFuse 1 MF-R010

L1 1mH 1 AL0410-102K

IC1 1580N16-U 1 変換基板に実装済

J1 XLR3オス 1 NC3MAH

J2 XLR3メス 1 NC3FAH1-0

XLR固定ビス 4

J3 DCジャック 2.1mm 4A 1 18742

J4 RCAジャック基板用 1 RCA-2410N

JP1,2 3Pスライドスイッチ 2 SS12D01G4

RV1 1k(B) 1 12.7mmΦ小型VR

ボリュームノブ 21mmΦ*13 Φ6.1ローレット 1 つまみ

U1 MCW03-12D15 1 DCDCコンバータ

U2 NJM5532DD 1 オペアンプ

ICソケット DIP16Pin 1

ICソケット DIP8Pin 1

LED/VR配線 赤 ワイヤ 2 ソケット付

LED/VR配線 黒 ワイヤ 2 ソケット付

Pinヘッダ 1列  10p 10  3p予備

DCプラグ 2.1mm 軸長タイプ 1

本体基板 Ver.3 1

変換基盤 QFN16-DIP16変換基板 1 THAT1580搭載済

ケース 本体と加工済パネル2枚 1 パネル固定ビス8本付

＊ 不足部品がある場合は、巻末に記載されたメールアドレスまでご連絡ください。 
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